
２
月
27
日
、
北
海
道
森
林 

管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、

平
成
30
年
度
国
有
林
間
伐
推

進
コ
ン
ク
ー
ル
で
林
野
庁
長

官
賞
（
優
秀
賞
）
に
選
ば
れ

た
「
大
澤
木
材
株
式
会
社
」

へ
の
長
官
表
彰
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有

林
野
事
業
に
お
け
る
間
伐
等

の
発
注
事
業
や
立
木
販
売
に

お
い
て
、
優
れ
た
品
質
の
森

林
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

高
い
生
産
性
、
作
業
シ
ス
テ

ム
の
特
徴
や
成
果
等
の
取
組

を
競
い
、
優
秀
な
事
例
を
公

表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
効

率
か
つ
低
コ
ス
ト
な
間
伐
等 

に
つ
い
て
民
有
林
を
含
め
た

普
及
、
定
着
及
び
推
進
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

 

な
お
、
今
年
度
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
は
、
林
野
庁
で
の
審

査
の
結
果
、
全
国
で
最
優
秀

賞
１
事
例
、
優
秀
賞
３
事
例

が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
７
台
の
高
性

能
林
業
機
械
、
７
名
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
編
成
で
行
わ
れ

て
い
た
伐
採
搬
出
作
業
を
２

種
類
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
、
ロ
ー

ダ
ー
付
き
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
２

台
と
２
名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
よ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
C

T

L
シ
ス
テ
ム
（
※
）
で
高
い

生
産
性
を
可
能
と
し
ま
し
た
。 

実
施
に
際
し
、
フ
ォ
ワ
ー

ダ
は
列
状
間
伐
時
の
伐
採
列

を
走
行
路
と
し
て
活
用
、
搭

載
さ
れ
た
ロ
ー
ダ
ー
で
自
ら

積
込
み
～
積
卸
し
～
椪
積
を

実
施
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
は
材
の

２
度
掴
み
を
回
避
す
る
な
ど

作
業
の
無
駄
を
排
除
し
伐
倒

～
木
寄
せ
～
造
材
を
実
施
、

グ
ラ
ッ
プ
ル
の
待
機
時
間
、

燃
料
経
費
な
ど
コ
ス
ト
縮
減

に
成
功
し
、
１
人
当
た
り
13
． 

２
立
方
メ
ー
ト
ル
の
生
産
性

を
可
能
に
し
た
も
の
で
す
。 

ま
た
、
取
組
に
あ
た
り
、

環
境
保
全
の
た
め
の
簡
易
な

汚
泥
防
止
柵
工
の
設
置
、
人

材
育
成
の
た
め
に
積
極
的
に

若
手
が
高
性
能
林
業
機
械
へ

乗
る
機
会
を
増
や
す
、
安
全

対
策
の
た
め
に
小
班
毎
に
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施

す
る
な
ど
、
熱
心
な
取
り
組

み
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
最
優
秀
賞
を
含
む

表
彰
全
体
の
概
要
は
林
野
庁

Ｈ
Ｐ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

（
資
源
活
用
第
二
課
）

フォワーダ（手前）と

ハーベスタ（奥）による作業

優
秀
賞
を
受
賞
し
た 

「
大
澤
木
材
株
式
会
社
」
の
事
例

路網作設

•既設＋林内走行

伐倒･木寄･造材

•ハーベスタ

集材・運搬・巻立

•フォワーダ
（ローダ付）

路網作設

•既設路

伐倒･木寄

•チェーンソー

•ハーベスタ

•グラップル

造材

•ハーベスタ

集材･運搬

•フォワーダ

•グラップル

巻立

•グラップル

従来方式 （７人１セット ５．８（ｍ³／人日）の生産性 ）

現行方式 （２人１セット １３．２（ｍ³／人日）の生産性 ）

○従来方式と現行方式の作業システムの違い

大澤木材株式会社(左)と 

森林管理局長 

分
収
造
林
感
謝
状
の
贈
呈 

２
月

日
「
平
成

年
度 

分
収
造
林
契
約
感
謝
状
」
の

贈
呈
式
を
北
海
道
森
林
管
理

局
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し

た
。 分

収
造
林
制
度
は
、
会
社

や
団
体
等
の
契
約
者
が
契
約

に
基
づ
き
、
国
有
林
野
に
木

を
植
え
、
一
定
期
間
育
て
、

成
林
後
、
分
収
木
を
販
売
し
、

そ
の
収
益
を
契
約
者
と
国
と

で
、
契
約
に
定
め
た
割
合
で

分
収
す
る
制
度
で
す
。 

平
成
30

年
度
に
分
収
造
林

契
約
を
ご
締
結
い
た
だ
い
た 

江
本
木
材
産
業(

株)

、
大
澤
木

材(

株)

、(

株)

幸
稜
、
佐
藤
木
材

工
業(

株)

に
対
し
、
国
民
参
加

の
森
林
づ
く
り
と
し
て
、
国
有

林
の
森
林
整
備
の
推
進
に
ご
賛

同
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、

北
海
道
森
林
管
理
局
長
よ
り
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。 

 

（
森
林
整
備
第
一
課
） 

右から江本木材産業(株) 江本博幸様、

大澤木材㈱ 大澤友厚様、森林管理局

長、㈱幸稜 金野眞幸様、佐藤木材工

業(株) 佐藤教誘様 

※CTL システム：CTLとはCut To Length の略で伐採木を一定の長さの丸太に切って集材すること。
一般にハーベスタで切った丸太をフォワーダで集材する林業機械の作業仕組。 




